
これまでの検討経緯 
 
 

第１回検討会 平成 24 年７月 20 日 

（１） 検討会の設置について 

（２） 利根川水系におけるホルムアルデヒドによる水道への影響について 

（３） 消毒副生成物及びその前駆物質に係る知見及び規制内容等について 

（４） 論点及び今後のスケジュール 

 

 

第２回検討会 平成 24 年 10 月 16 日 

（１） 検討対象物質の抽出について 

（２） 水道原水中の消毒副生成物前駆物質等の監視について 

（３） 水質事故発生時に備えた連絡体制整備と水道水源のリスク把握等に

ついて 

（４） 水道における消毒副生成物等低減対策技術について 

 

 

＜利根川水系水道事業体調査（11 月～12 月）＞ 

今回の事故への対応及びそれを受けた体制等の見直し状況について、利根

川水系の水道事業体のうち、今回の事故により取水停止又は給水停止の影響

を受けた事業体に対して調査を行った。 

 

 

＜利根川水系水道事業体との意見交換会（平成 24 年 12 月 16 日）＞ 

上記の調査の対象とした事業体と事務局とによる、事故対応及びそれを受

けた体制見直し状況と対策のあり方についての意見交換を行った。 

 

 

＜他水系水道事業体調査（12 月～１月）＞ 

複数の事業体が水源とする利根川・荒川以外の水系の事業体の中から、６

事業体を選定し、水質事故に備えた体制等整備状況等について調査を行った。 

 

 

第３回検討会 平成 25 年１月 29 日 

（１）水道水源における消毒副生成物前駆物質汚染対応方策のとりまとめに

ついて 
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